
会やわたはま

予算特別委員会

3月定例会の概要

平成26年3月定例会は、 3月3日に開会し、 24日間の

会期で26日に閉会しました。

この定例会において、市長提出の報告2件、諮閣1件、

予算案26件、条例案46件、その他3件、計78件、請願5

件、その他8件、合計91件が上程されました。

その内、請願第6号、第7号、第10号、第11号が継続

審査となり、請願第8号は不採択、その他の案件につい

ては原案のとおり可決等されました。
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発行八幡浜市議会

編集議会だより編集委員会

平成26年5月1日

竜ミミ、

[3月定例会日程】

会議日 会議別 会議内容

本会議
議案の上程

3日(月) 提案理由の説明
委員会 行財政問題特別委員会

6日(木) 本会議 一般質問 (5名)

10日(月)
本会議 議案に対する質疑
委員会 総務委員会

11日(火) 委員会 民生文教委員会
12日(水) 委員会 産業建設委員会
13日(木) 委員会 予算特別委員会
14日(金) 委員会 予算特別委員会
18日(火) 委員会 予算特別委員会

19日(水)
委員会 予算特別委員会

委員会 議会改革特別委員会

20日(木) 委員会 行財政問題特別委員会

26日(水) 本会議
委員長報告
討論、採決

※次固定例会は6月に開催の予定です。
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市政をただす

今定例会では、 5人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者の考え方をただしまレた。

質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

会議の詳じい内容を知gには

本会議の内容をそのまま記録した文書とレて会議

録があります。

会議録は、議会事務局、市立図書館、中央公民館、

中央公民館保内別館で、ご貫になることができます。

また、市議会ホームペ ジ上でちご覧になれます。

一般質問者

No 質問者 No 質問者

河野裕保 4 岩淵治樹

2 遠藤素子 5 石崎久次

3 佐々木加代子

なお、掲載は質問)11買、

沼野裕保議員

質問事項

市
政
の
産
業
振
興
策
に
お
げ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ

け
係
わ
っ
て
い
く
の
か

い
わ
ゆ
る
2
0
2
5年
問
題
の
大
介
護
時
代
到
来
の
備
え
に

つ
い
て

認
知
症
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

2 3 

①
大
城
市
政
の
産
業
振
興
策
に
お
け
る
介
護
産

業
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

固

介

護
保
険
制
度
に
よ
っ
て
、
介
護
関
連
産
業

を
創
出
レ
、
多
く
の
雇
用
を
生
み
介
護
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
著
じ
く
伸
張
じ
て
い
る
。
自
治
体
に
よ
っ

て
は
、
介
護
関
連
産
業
が
雇
用
の
大
き
な
受
け
皿

に
な
っ
て
い
る
。
大
城
市
政
の
産
業
振
興
策
は
こ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
る
の
か
。

圏

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
な

っ
て
お
り
、
成
長
産
業
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
収
入
の
大
部
分
は
税
金
と
保

険
料
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
業
界
の
量
的
拡
大
に
は

一
定
の
歯
止
め
が
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
介
護
ビ

ジ
ネ
ス
に
限
ら
ず
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
産

業
全
体
の
課
題
で
あ
り
、
産
業
構
造
の
調
和
と
安

定
の
政
策
を
考
え
た
い
。

②

い
わ
ゆ
る

2
0
2
5年
問
題
、
大
介
護
時
代

の
備
え
に
つ
い
て

固

い

わ

ゆ

る

2
0
2
5年
問
題
は
、
団
塊
の
世

代
が
満
市
歳
に
到
達
し
、
大
介
護
時
代
が
到
来
す

る
こ
と
で
あ
る
。
本
市
の
後
期
高
齢
者
も
8
千
人

近
く
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
令
後
の
介

護
認
定
者
の
見
込
み
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
確

保
、
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

圏

介
護
認
定
者
は
お
年
1
月
末
現
在
2
3
9
7

人
で
前
年
比
白
人
、

2
・
8
%増
加
、
お
年
1
月

末
現
在
は
2
4
5
3
人
、前
年
比
日
人
、

2
・
3
%

増
。
今
後
も
増
え
て
い
く
と
予
測
し
て
い
る。

地

域
密
着
型
等
の
施
設
の
充
足
と
合
せ
て
、
介
護
が

必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
い
脳
卒
中
、
認
知
症
な

ど
の
予
防
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
高
齢
に
な

る
前
の
健
康
診
断
の
受
診
、
介
護
予
防
教
室
、
運

動
教
室
、
出
前
講
座
な
ど
実
施
し
て
い
る。

保
険

料
は
3
期
が
3
1
3
2
円
、
4
期
が
4
2
0
4
円
、

5
期
が

4
9
9
2
円
。
次
期
は
、
現
状
及
び
将
来

見
込
み
等
検
証
し
て
算
出
し
た
い
。

③

認

知
症
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

国
本
市
の
お
年
4
月
現
在
の
高
齢
者
1
2
7
8

0
人
。
そ
の
内
認
知
症
の
方
は
1
4
7
3
人
で
、

高
齢
者
に
占
め
る
劃
合
は
刊
・

5
%
で
あ
る
。
現

在
、
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
7
施
設
で
1
1
7
人
の
定

員。

他
に
特
養
、
老
健
施
設
等
で
受
入
れ
体
制
も

充
実
し
て
い
る
が
、
A

フ
後
増
え
続
け
る
認
知
症
の

対
応
が
謀
題
と
な
る
。予
防
も
含
め
て
伺
い
た
い
。

圏

認
知
症
に
な
る
確
率
は
、
百
歳
か
ら
内
歳
で

7
・
1
%
、
mw
歳
か
ら
制
歳
で
M
・
6

%
、
お
歳

以
上
で
幻

e
3

%
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
認
定

者
は
増
え
る
と
予
想
き
れ
る
。
初
期
の
認
知
症
で

ほ
ぼ
自
立
し
て
い
る
人
は
、
4
5
0
人
か
ら
5
0

0
人
と
推
測
し
て
い
る
。
認
知
症
の
予
防
に
向
け

高
齢
者
の
活
動
の
場
を
増
や
す
他
、
介
護
予
防
教

室
、
介
護
予
防
運
動
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
又
、

認
知
症
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
策
と
し
て
認
知
症

な
ん
で
も
相
談
室
を
聞
い
て
い
る
。
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質問事項

4
月
か
ら
の
消
費
視
増
税
及
び
社
会
保
障
の
負
担
増
か
ら
市

民
の
く
ら
し
を
ど
う
守
る
か

子
育
て
支
援
仁
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
改
定
の
影
響
に
つ
い
て

伊
方
原
発
は
再
稼
働
さ
せ
な
い
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
品つ
く

り
を

432  

国
政
府
は
、

4
月
か
ら
消
費
税
を
8
%
に
引
き

ょ
げ
、
一
方
で
、
社
会
保
障
の
負
担
増
・
年
金
引

下
げ
等
を
進
め
、
合
計
叩
兆
円
も
の
負
担
増
を
押

じ
付
け
よ
う
と
じ
て
い
る
。
市
民
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
と
予
想
す
る
か
。

圏

市
民
生
活
に
負
担
増
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。
が
、
低
所
得
者
や
中
小
企
業
な
ど
へ
の

配
慮
は
必
要
で
あ
り
、
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
、
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
、
国
の
経
済
対
策
に

基
づ
く
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
国
と
連

携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

固
消
費
税
の
ほ
と
ん
ど
は
、
法
人
税
の
減
税
に

消
え
、
社
会
保
障
の
た
め
で
は
な
く
、
大
企
業
や

大
金
持
ち
の
た
め
の
増
税
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

も
と
で
当
市
で
は
令
議
会
に
、
公
共
料
金
な
ど
、

消
費
税
増
税
と
関
わ
っ
て
相
件
の
料
金
改
定
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
で
も
据
え
置
く
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

}

圏

消
費
税
改
定
に
伴
い
、
今
議
会
に
条
例
改
正

月
案
を
提
出
し
て
い
る
。
全
体
で
は
、
約
4
7
5
0

何
万
円
の
見
込
み
。
円
滑
か
つ
適
正
に
転
嫁
す
べ
き

却
と
判
断
し
た
。

判

固

来

年

4
月
か
ら
施
行
の
「
子
ど
も
子
育
て
支

[
捷
新
制
度
」
は
、
待
機
児
童
が
4
万
9
千
人
と
、

約
全
国
的
に
は
保
育
所
不
足
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

だ
形
の
保
育
を
認
め
、
待
機
児
童
を
な
く
そ
う
と
い

A
E
 

議
ぅ
発
想
か
ら
生
ま
れ
九
制
度
で
あ
る
。
八
幡
浜
で

は
保
育
所
は
足
り
て
い
る
が
、
保
育
士
の
方
々
に

聞
く
と
、
「
急
病
に
な
っ
て
も
休
み
が
と
り
に
く
い
」

3 

「
一
時
保
育
を
断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ

る
」
な
ど
、
「
保
育
士
が
足
り
な
い
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
臨
時
や
パ

l
ト
の
保
育
士
が

多
く
主
規
の
保
育
士
が
少
な
い
た
め
、
他
の
仕
事

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
。
処
遇
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

圏

八
幡
浜
市
は
人
口
減
・
子
ど
も
の
減
も
予
測

さ
れ
る
中
、
基
本
的
に
は
保
育
所
の
民
営
化
と
い

う
方
向
を
考
え
て
い
る
の
で
、
正
規
の
保
育
士
は、

抑
制
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

国
国
企
業
は
営
利
が
目
的
。
幼
児
教
育
の
重
要

性
か
ら
見
て
民
営
化
で
な
く
、
最
後
ま
で
行
政
が

責
任
を
持
つ
体
制
を
崩
さ
な
い
で
ほ
じ
い
。

固
福
島
の
事
故
か
ら
3
年
、
未
だ
に
多
く
の
問

題
が
来
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

昨
年
7
月
、
「
過
渡
現
象
記
録
」
(
飛
行
機
の
フ

ラ
イ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の
)
が
一
部
公

開
さ
れ
た
。
そ
の
解
析
に
よ
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ

か
ら

1
分
叩
秒
後
に
冷
却
水
漏
れ
が
起
こ
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
事
故
原
因
は
津
波
で
は
な
く
、
地

震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
か
の
配
管
が
壊
れ

た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
こ
と
。

一
方
伊
方
原
発
が
広
ま
っ
て
丸
2
年、

電
力
は

十
分
賄
え
る
こ
と
、
廃
炉
を
決
断
レ
て
作
業
を
進

め
れ
ば
、
仕
事
は
十
分
あ
る
。
雇
用
や
地
域
経
済

の
心
配
も
な
い
。
伊
方
原
発
は
再
稼
働
さ
せ
ず
、

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

圏

国
・
県
の
判
断
を
待
っ
て
考
え
る
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

佐々木加代子議員

2 

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

質問事項

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

因
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
新
制
度
が
平
成
幻
年

度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
り
、
先
日
行
わ
れ

た
子
育
て
世
帯
へ
の
こ

l
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
当
市
と
し
て
令
後
の
事
業
計
画
策
定
に
向
け

て
の
取
り
組
み
と
方
向
性
を
伺
う
。
文
、
「
子
育
て

支
援
総
合
推
進
モ
デ
ル
市
町
村
」
の
指
定
を
受
け

た
大
分
県
の
豊
後
高
田
市
の
よ
う
な
子
育
て
支
援

窓
口
の
一
本
化
に
よ
る
安
心
じ
て
子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

圏

市
子
ど
も
子
育
て
会
議
で
報
告
し
た
ニ

l
ズ

調
査
の
結
果
内
容
は
、
土
曜
午
後
保
育
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、

一
時
的
に
預
か
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
。
今
後
の
方

向
性
と
し
て
、
基
本
的
に
は
今
現
在
実
現
で
き
て

い
な
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
に
つ

い
て
ニ
l
ズ

の
量
等
を
踏
ま
え
、
平
成
幻
年
度
以
降
5
年
間
の

子
育
て
支
援
に
関
す
る
項
目
と
そ
の
目
標
数
値
を

設
定
す
る
。
今
後
子
育
て
会
議
で
審
議
い
た
だ
き
、

実
現
の
可
能
性
も
踏
ま
え
そ
れ
に
見
合
っ
た
適
切

な
目
標
数
値
を
設
定
。
必
要
な
も
の
は
計
画
策
定

作
業
と
平
行
し
て
実
施
に
努
め
た
い
。
子
育
て
支

援
の
窓
口
一
本
化
の
提
案
は
、
子
育
て
中
の
家
庭

に
と
っ
て
非
常
に
便
利
で
あ
り
、
他
市
の
対
応
状

況
な
ど
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

固

昨

年

η
月
に
「
消
防
団
支
援
法
」
が
成
立
施

行
。
消
防
団
を
「
将
来
に
わ
た
り
地
域
防
災
力
の

中
核
と
じ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
代
替
性
の
な

い
存
在
」
と
定
義
じ
、
団
員
の
処
遇
改
善
や
装
備

品
、
訓
練
の
充
実
に
向
け
た
予
算
が
確
保
さ
れ
た
。

当
市
に
お
い
て
、
消
防
団
員
の
人
員
は
充
分
足
り

て
い
る
の
か
。
若
い
団
員
の
確
保
と
高
齢
化
な
ど

の
現
状
は
ど
う
か
。
文
、
団
員
の
年
額
報
酬
や
出

動
手
当
の
額
の
改
善
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

圏

人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
進
展
と
と
も
に

団
員
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
昨
年

よ
り
消
防
団
O
B
を
対
象
に
各
種
災
害
に
対
し
て

の
初
動
対
応
、
後
方
支
援
を
行
う
支
援
団
員
制
度

を
導
入
し
向
人
の
支
援
団
員
を
確
保
し
た
。
昨
年

目
月
か
ら
八
幡
浜
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
に
も
取
り
組
み
、
一

定
の
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
う
。
団
員
の

年
額
報
酬
、
出
動
手
当
は
県
下
羽
市
町
の
中
で
平

均
を
上
回
る
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
国
の
考

え
方
を
踏
ま
え
消
防
署
、
消
防
団
と
も
協
議
し
適

切
な
対
応
に
努
め
た
い
。

固
緊
急
通
報
体
制
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
も
旧

八
幡
浜
市
街
地
な
ど
の
複
雑
な
地
番
の
見
直
じ
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

圏

現
状
を
放
置
す
る
こ
と
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

根
幹
に
係
わ
る
。
昨
年
度
よ
り
8
回
の
会
議
を
重

ね
、
現
在
、
方
向
を
検
討
し
て
い
る
。



4 

岩淵j台樹議員

質問事項

2 

八
幡
浜
市
の
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

大
地
震
の
際
の
液
状
化
被
害
に
つ
い
て

同民J)年
n
h
u
 

門

/
ι成同

大
地
震
の
際
の
液
状
他
被
害
に
つ
い
て

り
固
河
口
に
発
展
じ
た
八
幡
浜
市
は
、
多
く
の
埋

は
め
立
て
を
行
っ
て
土
地
を
広
げ
て
き
た
歴
史
が
あ

会
る
。
そ
の
た
め
、
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
巨
大
な
地

議
震
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
広
範
囲
な
液
状
他
が

発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
液
状
化
の
危
険

性
対
策
と
じ
て
、
全
市
的
な
地
盤
、
地
下
水
の
状

態
を
調
査
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
初
力
所
の
津
波
避
難
ピ
ル
、

避
難
路
の
橋
梁
に
対
す
る
液
状
他
の
被
害
の
調
査
・

検
討
ほ
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

園

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
お
け
る
液
状
化
に
よ

る
建
物
被
害
は
、
県
全
体
で
全
壊
1
万
6
4
2
棟
、

半
壊
1
万
4
3
8
2
棟
。
当
市
で
は
全
壊
1
8
1

棟
、
半
壊
日
棟
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
当
市
が
液

状
化
の
危
険
度
が
高
い
の
は
事
実
だ
が
、
県
内
で

比
較
し
た
場
合
、
平
均
を
下
回
る
危
険
度
レ
ベ
ル

で
あ
り
、
市
単
独
で
液
状
化
の
調
査
を
す
る
考
え

は
な
い
が
、
県
の
調
査
結
果
を
前
提
と
し
た
防
災
、

減
災
対
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
津
波

避
難
ピ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
液
状
化
を
想
定
し
た

杭
基
礎
で
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
被
害
の
発
生

は
な
い
と
考
え
る
。
市
内
の
海
岸
部
の
橋
梁
も
同

様
に
杭
基
礎
の
為
、
落
橋
に
は
至
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。

八
幡
浜
市
の
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

固
こ
れ
ま
で
の
市
の
人
口
減
対
策
に
関
わ
る
施

策
で
、
雇
用
、
子
育
て
、
定
住
促
進
、
婚
活
に
あ

た
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
と
、
そ
の
効
果
を

伺
う
。

圏

雇
用
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
流
出
を
防
ぎ
、

誘
致
す
る
条
例
を
幅
広
い
ケ
l
ス
に
対
応
で
き
る

よ
う
改
正
し
て
、
日
企
業
、

5
1
0
人
の
雇
用
を

確
保
し
た
。
基
幹
産
業
の
農
漁
業
に
は
各
種
の
助

成
制
度
、
農
水
産
物
の
加
工
場
新
設
に
よ
り
儲
け

る
産
業
に
し
、
一
雇
用
の
場
を
広
げ
た
い
。
子
育
て

支
援
は
保
育
施
設
の
内
容
を
充
実
、

各
種
出
産
相

談
事
業
な
ど
き
め
細
か
な
対
応
を
し
、
婚
活
に
つ

い
て
は
、
お
年
度
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
補
助
制
度
で
、

約
4
0
0
人
の
参
加
者
を
支
援
、

さ
ら
に
具
体
的

な
活
動
で
成
婚
に
結
び
付
け
た
い
。
定
住
化
支
援

は
、
愛
宕
山
、
元
城
団
地
の
分
譲
、

住
宅
建
設
補

助
、
耐
震
化
助
成
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

固
今
後
、
大
都
市
に
お
い
て
も
人
口
減
と
高
齢

他
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
小
さ
な
自
治
体

だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
を
考
え
る
べ
き
時
に
来
て

い
る
。
複
合
的
、
多
面
的
な
施
策
を
要
す
る
人
口

減
問
題
に
対
じ
て
、
市
庁
を
挙
げ
て
横
断
的
に
統

括
す
る
専
門
の
謀
、
ま
た
は
機
関
等
を
作
り
、
人

口
減
歯
広
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
ょ
げ
る
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
。

圏

人
口
減
対
策
は
、
業
務
内
容
が
多
岐
に
亘
り

か
つ
専
門
的
。

一
本
化
す
る
よ
り
全
体
を
把
握
し

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
を
発
揮
す
る
中
で
作

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
よ
り
効
果
的
と
考
え
る
。

平
成
部
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

石崎久次議員

質問事項

①
大
型
事
業
に
伴
う
起
債
等
に
つ
い
て

国
大
型
事
業
を
本
年
度
は
計
画
じ
て
い
る
が
、

箱
物
と
い
わ
れ
る
事
業
に
約
閃
億
円
が
計
よ
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
い
く
ら
が
補
助
金
で
賄
わ
れ
、

市
の
持
ち
出
レ
は
い
く
ら
で
あ
る
の
か
。

園

補
助
金
約
幻
億
円、

事
業
費
の
幻

・
1
%
起

債
発
行
約
お
億
円
、
事
業
費
の
日

e
5
判
、
一
般

財
源
約
8
7
0
0
万
円、

事
業
費
の
1
e
4

%
、

起
債
発
行
分
の
う
ち
、
後
で
交
付
税
措
置
さ
れ
る

金
額
が
約
時
億
4
千
万
円
で
、
実
質
市
の
持
ち
出

し
は
約
げ
億
5
千
万
円
と
な
り
、
事
業
費
の
幻

・

7
%
と
な
る
。

国
現
在
の
起
債
残
高
と
平
成
何
年
度
の
起
債
償

還
元
金
、
及
び
利
息
は
い
く
ら
払
っ
て
い
る
の
か
。

園

現
在
残
高
は
約
3
8
1
億
円
で
元
金
償
還
額

は
約
お
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
利
息
は
約
5
億

8

3
0
0
万
円
で
あ
る
。

田
市
長
は
行
財
政
改
革
を
行
っ
て
い
く
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
市
長
が
就
任
さ
れ
た
平
成
引
年
3

月
引
目
の
市
債
残
高
は
、
約
3
5
6
億
1
8
0
0

万
円
で
あ
り
、
現
在
の
残
高
3
8
1
憶
と
比
べ
て

お
億
円
ほ
ど
増
加
じ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
市
長

は
ど
う
考
え
る
の
か
。

園

大
き
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
は
起
債

の
発
行
は
や
む
を
得
な
い
。
し
か
し
臨
時
財
政
対

策
債
と
い
っ
た
将
来
1
0
0
%
交
付
税
措
置
き
れ

る
よ
う
な
、
市
に
と
っ
て
有
利
な
起
債
の
発
行
を

も
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で、

理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

固
合
併
特
例
と
じ
て
叩
年
間
受
付
税
が
増
額
さ

れ
て
き
た
が
、
平
成
初
年
度
か
ら
段
階
的
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
平
成
幻
年
度
に
は
増
額
分
が
ゼ
ロ
に

な
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
収
入
が
減
っ
た
分
、
借

金
の
返
済
及
び
事
業
の
縮
小
、
あ
る
い
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

今
後
、
行
財
政
改
革
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

圏

財
政
面
の
事
を
考
え
て
長
期
的
視
野
に
立
ち
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
進

め
て
行
く
。
な
お
、
固
と
し
て
も
交
付
税
増
額
分

に
つ
い
て
の
緩
和
的
措
置
を
考
え
て
い
る
所
で
あ

り
、
推
移
を
見
守
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

②
縁
結
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
事
業
に
つ
い
て

固
こ
の
事
業
を
立
ち
ょ
げ
た
趣
旨
を
伺
う
。

圏

当
市
に
お
い
て
の
出
産
適
齢
者
数
の
減
少
、

さ
ら
に
今
お
ら
れ
る
方
々
が
結
婚
し
な
い
、
結
婚

し
て
も
子
供
を
つ
く
ら
な
い
と
い
う
状
況
の
中
、

結
婚
し
、
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
、
行

政
が

一
歩
踏
み
込
ん
で
手
が
け
る
こ
と
が
、
大
切

で
は
な
い
か
。
今
ま
で
の
婚
活
事
業
と
合
わ
せ
、

政
策
推
進
課
に
担
当
を
配
置
し
て
、
こ
の
面
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
、
八
幡
浜
市
発
展
の
た
め

に
は
必
要
で
あ
ろ
う
と
計
画
し
た
次
第
で
あ
る
。



総
務
委
員
会
報
告

樋

都

委

員

長

八
幡
浜
市
災
害
派
遣
手
当
及
び
八
幡
浜
市
武
力

攻
撃
災
害
等
派
遣
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

固

当

市

に

3
・
刊
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
っ
た

際
、
市
に
派
遣
さ
れ
た
方
へ
の
手
当
を
当
市
が
全

額
払
う
と
い
う
解
釈
で
よ
い
の
か
。
武
力
攻
撃
を

受
け
た
自
治
体
と
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
テ
ロ
行

為
が
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
で
よ
い
の
か
。

圏

テ
ロ
な
ど
緊
急
事
態
を
要
す
る
と
き
に
被
災

地
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
の
手
当
を
派
遣
先
の
自
治

体
が
支
払
う
も
の
で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
及
び
大
規
模
災
害
に

お
い
て
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
対
し
て
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
金
額
は
全
国
一
律
で
あ
る
。

国

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
マ
イ
ナ

ス
加
万
円
の
補
正
に
つ
い
て

固
こ
の
事
業
は
、
行
政
に
対
レ
て
市
民
が
広
く

深
く
協
力
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
れ
ば
、

も
う
少
じ
採
用
す
る
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
等
を
低
く

じ
、
予
算
を
も
っ
と
使
っ
て
い
た
だ
け
る
工
夫
は

月
出
来
な
い
か
。

日

圏

現
在
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

3
月
末
に
プ

局
レ
ゼ
ン
審
査
を
し
、

4
月
に
入
っ
て
す
ぐ
提
案
事

軒
業
者
の
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

[

昨

年

は
6
件
の
応
募
が
あ
り
4
件
の
採
用
と
な
っ

約
て
い
る
。
予
算
額
2
0
0
万
円
で
あ
る
が
、
再
度

だ

募
集
も
含
め
大
勢
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

A
E
 

議
ぅ
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
補
助
金
で
あ
る
こ
と
か

ら
あ
ま
り
基
準
を
下
げ
て
し
ま
い
伺
で
も
良
い
と

い
う
形
に
は
出
来
な
い
が
、
一
定
ラ
イ
ン
を
定
め

R
V
 

他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
内
容
を
再
検
討
し

て
い
き
た
い
。

(
一
般
会
計
補
正
)
防
災
対
策
費
、
委
託
料
2
0

0
0
万
円
、
同
じ
く
工
事
請
負
費
1
億
8
0
0

0
万
円
に
つ
い
て

固
こ
の
予
算
は
、
放
射
線
防
護
施
設
分
に
つ
い

て
計
よ
じ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
、
ど
う
い
う

計
画
で
、
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
の
工
事
を
す
る
の
か
。

圏

こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
大
島
の
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
4
階
を
利
用
し
て
、
大
島
地
区
の
住
民

の
避
難
所
、
防
護
施
設
と
し
て
整
備
を
し
て
い
る

事
業
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
、

離
島
だ
け

で
な
く
周
辺
地
域
で
も
こ
の
事
業
が
追
加
さ
れ
た

事
か
ら
市
内
で
津
波
避
難
ピ
ル
の
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
八
幡
浜
市
役
所
の

5
階
大
会
議
室
を
中
心

と
し
て
防
護
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
内

容
は
開
閉
で
き
な
い
窓
や
二
重
窓

へ
の
交
換
、
仕

切
り
一
扉
の
気
密
化
、
空
気
を
浄
化
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー

付
空
調
設
備
等
を
設
置
し
、
放
射
性
物
質
の
建
物

内
へ
の
流
入
防
止
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
動
か
し
電
気
を
つ
け
る
た
め
の

非
常
用
発
電
機
の
設
置
も
考
え
て
い
る
。

請
願
第
6
号
伊
方
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

請
願
第
7
号
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
住
民
の

安
全
が
保
障
さ
れ
る
ま
で
、
伊
方
原
子
力
発
電

所
3
号
機
の
再
稼
働
を
じ
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願
書

請
願
第
什
号
「
新
た
な
知
見
」
で
伊
方
原
発

の
徹
底
検
証
等
を
求
め
る
請
願

こ
れ
ら

3
件
に
つ
い
て
は
、
よ
り
知
見
、
学
習

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
っ
た
。

民
生
文
教
委
員
会
報
告

次

委

員
長

①

市
立
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

固
市
立
病
院
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
目
的
を
も
っ
て
人
間
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
結
果
が
2
ヶ
月
を
経
つ
で
も
通

知
が
こ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
ぜ
な
の
か
。

圏

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
放
射
線
科
の
医

師
が
一
名
減
少
し
た
こ
と
等
が
原
因
で
あ
る
。
た

だ
、
大
学
の
方
に
も
応
援
を
お
願
い
し
て
い
て
、

今
は

一
カ
月
程
度
で
出
来
て
い
る
。

石

崎

久

②

老
人
対
策
費
に
つ
い
て

園
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
。

圏

独
居
や
高
齢
世
帯
の
方
で
病
み
よ
が
り
と
か
、

病
気
が
ち
で
何
か
体
調
が
悪
く
連
絡
を
取
り
に
く

い
状
態
の
時
に
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
を

持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
押
す
と
緊
急
通
報
の
事
業

所
に
連
絡
が
い
き
、
そ
の
方
の
身
内
の
方
あ
る
い

は
ご
近
所
の
方
等
登
録
を
し
て
い
る
方
に
連
絡
を

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
事
で
あ
る
。

③

大
谷
口
火
葬
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

固
半
世
紀
以
ょ
に
渡
り
地
元
住
民
の
方
々
に
ご

迷
惑
、
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
こ
の
施
設
の
解
体

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
昨
年
一
度
解
体
の
た
め

の
予
算
を
通
じ
て
い
る
の
に
、
ま
た
、
令
回
追
加

の
予
算
を
計
よ
じ
て
い
る
が
な
ぜ
な
の
か
。

圏

昨
年
9
月
の
住
民
説
明
会
の
時
に
は
火
葬
棟

の
み
の
話
を
し
た
訳
で
あ
る
が
、住
民
の
方
か
ら
、

待
合
室
も
解
体
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
今

回
の
提
案
と
な
っ
た
。
今
後
と
も
地
域
住
民
の
方

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
思

つ

て
い
る。

④

民
生
委
員
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

国
民
生
委
員
の
方
に
個
人
情
報
保
護
と
い
う
事

で
情
報
を
お
渡
じ
じ
て
い
な
い
と
聞
く
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

圏

今
、
福
祉
の
方
か
ら
は
出
し
て
な
か

っ
た
と

思
う
が
、
昨
年
の
総
務
課
、
危
機
管
理
室
の
方
か

ら
、
障
害
者
の
方
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
老
齢
者
の

一
人
世
帯
な
ど
の
情
報
を
、

一
度
民
生
委
員
の
方

に
は
出
し
て
い
る
。
民
生
委
員
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
要
望
が
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
な
方
策
を
練
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
考
え
て
い
る
。
基
本
的
に
は
民
生
委
員
も
公
務

員
で
あ
る
の
で
守
秘
義
務
が
あ
る
。
当
然
、
障
害

者
、
独
居
老
人
な
ど
援
助
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

民
生
委
員
に
も
情
報
を
提
供
し
、
把
握
し
て
い
た

だ
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は

少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
民
生
委
員
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に

出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

圏

提
供
に
関
し
て
は
、
条
例
で
定
め
る
か
、
個

人
情
報
保
護
法
に
基
づ

い
て
や
る
か
。

個
人
情
報

審
議
会
の
方
で
、
八
幡
浜
市
と
し
て
は
こ
う
い
う

ふ
う
な
出
し
方
を
し
た
い
と
い
う
提
案
を
し
て
、

そ
こ
で
認
め
ら
れ
れ
ば
出
せ
る
と
思
う
。
基
本
的

に
は
要
援
護
者
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
範

囲
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
。

要
援
護
者
に
つ
い
て

は
当
然
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
く
と
出

せ
る
と
考
え
て
い
る
。
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遠

委

員

長

八
幡
浜
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
引
条

例
の
一
部
を
改
宣
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

(
理
事
者
説
明
)
今
回
は
、
事
業
縮
小
に
伴
う
施
設

り
及
び
指
定
管
理
業
務
内
容
の
変
更
な
ど
で
あ
る
。

以
固
事
業
縮
小
の
報
道
で
、
利
用
者
が
減
少
じ
、

会
指
定
管
理
者
の
や
る
気
も
な
く
な
る
の
で
は
な
い

議
か
。圏

毎
年
、
指
定
管
理
料
と
し
て
1
4
0
0
万
円

程
度
支
出
し
て
い
る
が
、
年
々
入
場
者
数
も
減
少

し
て
お
り
、
議
会
か
ら
も
指
摘
を
受
け
て
い
た
。

今
回
検
討
の
結
果
、
赤
字
と
な
っ
て
い
る
釣
り
堀

と
飲
食
部
分
の
廃
止
を
決
め
、
そ
の
経
費
を
落
と

す
こ
と
に
し
た
。
外
釣
り
に
つ
い
て
は
、
人
気
も

あ
り
、
利
用
者
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
従
来
ど

お
り
人
を
配
置
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

素

藤

子

固
飲
食
施
設
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

圏

今
後
も
施
設
自
体
は
残
し
、
指
定
管
理
者
が
、

市
か
ら
の
補
助
な
し
で
、
電
気
代
な
ど
を
支
払
い

使
う
の
で
あ
れ
ば
、
使
用
さ
せ
る
。

平
成
お
年
度
八
幡
浜
市
一
般
会
計
補
正
予
算

(
繰
越
朗
許
費
)
水
産
加
工
場
建
設
事
業
に
つ

い
て

(
理
事
者
説
明
)
こ
れ
は
水
産
加
工
場
新
築
工
事
で
、

建
設
予
定
地
の
地
中
障
害
物
に
よ
り
、
工
法
検
討

等
に
日
数
を
要
し
、
年
度
内
の
完
成
が
見
込
め
な

く
な

っ
た
た
め
、
翌
年
度
に
1
億
4
1
0
6
万
4

千
円
を
繰
り
越
す
も
の
で
あ
る
。

固
完
成
後
の
運
営
委
託
事
業
所
等
は
決
定
じ
て

い
る
の
か
。

圏

水
産
加
工
場
は
、
八
幡
浜
で
と
れ
る
比
較
的

安
い
魚
を
利
用
し
て
魚
価
を
向
上
さ
せ
、
漁
業
者

を
支
援
す
る
と
い
う
趣
旨
で
建
設
す
る
。
そ
の
た

め
、
公
共
的
な
団
体
が
運
営
主
体
と
な
る
べ

き
と

考
え
て
お
り
、
今
回
、
八
幡
浜
漁
協
が
新
規
事
業

と
し
て
加
工
部
門
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
建
物
自
体
は
市
が
建
て
、
運
営
は
八

幡
浜
漁
協
に
委
託
す
る
予
定
で
あ
る
。

固
今
後
は
、
取
扱
量
や
魚
価
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
が
謀
題
で
は
な
い
か
。

圏

魚
の
取
扱
量
を
増
や
す
に
は、

外
か
ら
お
客

さ
ん
に
来
て
も
ら
う
、
或
い
は
、
個
々
で
付
加
価

値
を
つ
け
量
販
庖
や
外
食
産
業
に
売
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
魚
価
も
上
が
り
自

然
に
魚
も
集
ま

っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

今
回
の
水
産
加
工
場
に
は
、
非
常
に
期
待
し
て
い

る
。木

造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
等
補
助
事
業
補
助

金
に
つ
い
て

固
今
年
度
、
ど
れ
だ
け
の
実
績
が
あ
っ
た
か
。

圏

平
成
部
年
2
月
末
現
在
で
、
耐
震
診
断
1
件
、

耐
震
設
計
1
件
の
計
2
件
で
あ
る
。
補
助
額
は
、

耐
震
診
断
は
2
万
円
、
耐
震
設
計
は
却
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

圏
実
績
が
少
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
周

知
じ
た
の
か
。

圏

「
広
報
や
わ
た
は
ま
」
に
掲
載
し
た
り
、
真

穴
地
区
、
大
島
地
区
に
つ
い
て
は
、

地
元
へ

出
向

き
、
耐
震
改
修
出
前
講
座
を
実
施
。
ま
た
、
王
子

の
森
公
園
周
辺
の
約
印
軒
に
対
し
て
は
、
チ
ラ
シ

を
作
成
し
戸
別
訪
問
を
お
こ
な
っ
た
。

予
算
特
別
委
員
会
報
告

河

野

裕

保

副
委
員
長

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
に
対
す
る
謝
払
に
つ
い

て
固
こ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
2
0
6
万
円
計
よ

じ
て
い
る
が
、
寄
附
総
額
と
じ
て
は
幾
ら
ぐ
ら
い

を
想
定
じ
て
計
よ
し
て
い
る
の
か
。

園

歳
入
で
5
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
人

数
で
は
4
0

0
人
程
を
見
込
ん
で
お
り
、

-
万
円

以
上
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
謝
礼
と

し
て
特
産
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ひ
か
り
電
話
導
入
工
事
費
に
つ
い
て

固

こ

の

工

事
に
よ
り
、
ひ
か
り
電
話
閣
の
通
信

が
無
料
に
な
れ
ば
、
経
営
よ
も
良
く
な
る
と
思
う

が
、
市
立
病
院
と
本
庁
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
3
箇
所

だ
け
な
の
か
。
こ
の
ひ
か
り
電
話
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
利
便
性
が
発
生
す
る
か
。

園

ま
ず
、
外
線
の
電
話
料
が
安
く
な
る
と
い
う

点
で
、
経
費
の
削
減
が
図
れ
る
。
更
に
、

こ
れ
ま

で
内
線
化
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
市
立
病
院
事
務
局
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
内
線
で
繋
ぎ
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
外
線
で
の
通
話
が
多
い
所
の
解
消

が
図
れ
る
。
そ
の
他
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

一

般
の
外
部
か
ら
の
電
話
は
、

こ
れ
ま
で
は
市
の
電

話
交
換
が

一
旦
出
て
、
関
係
部
署
へ
繋
い
で
い
た

が
、
今
後
は
そ
の
方
法
も
併
用
し
な
が
ら
、
更
に

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
制
度
を
利
用
し
各
課
に
直
接
、
電

話
番
号
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

地
域
実
流
拠
点
施
設
整
備
工
事
費
及
び
地
域
安

流
拠
点
施
設
備
品
購
入
費
に
つ
い
て

固

こ

の

予

算
は
、
み
な
つ
と
に
倉
庫
を
建
て
、

テ
ー
ブ
ル
等
の
備
品
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
当
初
か
ら
そ
う
い
う
も
の
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
発
想
は
無
か
っ
た
の
か
。
こ
の
予
算
は

何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
の
予
備
と
受
け
広
め
ら
れ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

圏

現
在
、
み
な

つ
と
に
あ
る
既
存
の
倉
庫
は
、

ど
ー
や
市
場
横
の
ト
イ
レ
付
近
に
設
置
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
事
業
等
、
新
た
な

事
業
が
展
開
さ
れ
、
自
転
車
や
そ
の
他
の
備
品
を

収
納
す
る
倉
庫
が
手
狭
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら

新
た
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
設
置
個
所
は
、

み
な
っ
と
の
フ

エ
ロ
l
側
入
口
、

左
手
の
駐
車
場

の
数
区
画
を
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

温
泉
掘
削
事
業
委
託
料
に
つ
い
て

固
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
公
衆
浴
場
と
聞
い

て
お
り
銭
湯
を
想
像
じ
て
い
た
が
、
な
ぜ
温
泉
開

発
に
踏
み
込
ん
だ
の
か
。

圏

市
民
の
聞
に
は
、
近
隣
の
市
町
の
よ
う
に
温

泉
を
望
む
声
が
多
く
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る。

ま

た
、
温
浴
施
設
自
体
は
当
市
に
と

っ
て
魅
力
の
あ

る
施
設
で
あ
り
、
さ
ら
に
温
泉
と
な
れ
ば
、
市
民

に
も
喜
ば
れ
、
よ
り
魅
力
的
な
施
設
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
、
懸
念
さ
れ
る
温
泉
掘
配
に
か

か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
成
功
報
酬
と
い
う
形
を

取
り
、
リ
ス
ク
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

固
成
功
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
基
準
は
、

一
日
に

出
る
お
湯
の
量
や
水
が
出
た
場
合
に
つ
い
て
ど
う

設
定
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
温
泉

掘
削
す
る
ま
で
に
要
す
る
人
件
費
等
の
経
費
は
ど

う
す
る
の
か
。

圏

施
設
運
営
に
必
要
な
湧
出
量
は
、
1
分
間
あ

た
り
ぬ
リ
ッ
ト
ル
が

一
つ
の
目
安
と
考
え
て
い
る。



ま
た
、

温
泉
法
で
は
、
温
泉
源
か
ら
採
取
さ
れ
る

と
き
の
温
度
が
摂
氏
お
度
以
上
ま
た
は
、
指
定
さ

れ
た
日
の
物
質
の
い
ず
れ
か
が
規
定
以
と
含
ま
れ

て
い
れ
ば
温
泉
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て、

人
件
費
等
、
温
泉
掘
削
に
要
す
る
経
費
が
掛
か

っ

た
と
し
て
も
、
温
泉
法
で
定
義
さ
れ
て
い
る
温
泉

が
出
な
け
れ
ば
、
報
酬
は
支
払
わ
な
い
。
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農
産
物
加
工
施
設
建
設
に
つ
い
て

固

昨

年

の

6
月
議
会
に
お
い
て
、
農
産
物
加
工

施
設
の
建
設
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
理
事
者
よ
り
、

加
工
施
設
建
設
の
方
針
は
既
に
決
定
し
て
お
り
、

遅
く
て
も
平
成
初
年
度
の
予
算
に
は
形
に
し
た
い

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

圏

平
成
部
年
度
中
に
加
工
施
設
建
設
に
向
け
て

の
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
お
り
、

今
回
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
委
員
へ
の
謝
礼
と

旅
費
の
み
の
計
よ
と
な

っ
て
い
る
。

初
め
に
運
営
主
体
を
決
定
し
、
そ
こ
か
ら
の
具

体
的
な
要
望
、
提
案
に
対
し
て
検
討
し
て
い
く
方

法
を
考
え
て
い
た
が
、
加
工
施
設
の
運
営
を
打
診

し
た
事
業
所
か
ら
断
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
や
む

を
得
ず
、
事
業
主
体
、
場
所
な
ど
を
検
討
委
員
会

で
一
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。

加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
開
発
も
で
き
る
施
設
に

し
た
い
。

J
R
四
国
観
光
列
車
運
行
支
援
事
業
補
助
金
に

初

つ
い
て

だ

固

こ

れ

は

J
R
四
国
「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」

A
E
 

議
に
対
し
、

2
9
5
万
円
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

圏

「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
は
、

J
R
四
国
が

7 

本
年
7
月
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
、
松
山
e

八
幡
浜
聞
を
2
往
復
す
る
観
光
列
車
で
、
八
幡
浜

市
で
の
観
光
、
飲
食
、
買
い
物
、

宿
泊
等
に
期
待

し
て
補
助
金
を
支
出
す
る
。

市
と
し
て
は
、

J
R
八
幡
浜
駅
を
レ
ト
ロ
な
観

光
列
車
に
あ
っ
た
正
面
入
口
に
改
装
す
る
こ
と
、

写
真
撮
影
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
等

を
要
望
し
て
い
る
。

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
の
医
療
機
器
購
入
に
つ

い
て

国
平
成
初
年
度
に
購
入
予
定
の
医
療
機
器
の
中

に
平
成
初
年
度
に
購
入
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
医
療
機
器
を
直
ぐ
更
新
す
る
こ
と
は
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

圏

医
療
機
器
は
日
々
、
進
歩
し
て
お
り
、
多
く

の
機
器
の
耐
用
年
数
が

5
年
の
中
、

7
年
を
経
過

し
た
機
器
は
、
機
種
に
よ
っ
て
は
機
能
的
に
相
当

劣
る
と
い
う
の
が
医
療
関
係
者
の
常
識
で
あ
る
。

今
回
、
改
築
の
関
係
で
大
き
く
更
新
を
遅
ら
せ
た

も
の
も
あ
る
。

医
療
機
器
の
更
新
に
つ
い
て
今
あ
る
機
器
を
移

設
す
る
場
合
の
移
設
費
用
等
を
含
め
、
関
係
者
で

十
分
話
し
合
っ
た
結
果
、
平
成
お
年
度
購
入
予
定

と
し
て
い
る
機
器
に
つ
い
て
は
更
新
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
医
師
を
確

保
す
る
た
め
に
も
優
れ
た
医
療
機
器
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

国
国

M
R
l
や
C
T
と
い
っ
た
医
療
機
器
は
非

常
に
高
額
で
あ
る
が
、
操
作
性
な
ど
の
こ
と
も
あ

る
の
で
、
入
札
の
際
は
、
十
分
に
医
者
の
意
見
を

尊
重
し
て
頂
き
た
い
。

a邑
Eヨ報察視政行

議会運営委員会産業建設委員会民生文教委員会総務委員会委員会

2月17日"-'18日

0愛媛県東温市
議会運営全般

常任委員会について

O高知県須崎市

議会運営全般

常任委員会について

2月12日"-'14日

0京都府京丹後市
猪 ・鹿肉の有効活用に

ついて

0京都府宮津市

放置竹林対策について

1月21日"-'23日

0大分県豊後高田市
豊後高田市子育て支援

事業について

0福岡県福津市

こどもの国基本構想に

ついて

0佐賀県唐津市
鳴神温泉ななのゆ木質

ボイラー導入事業につ

いて

1月27日"-'29日

0兵庫県高砂市
市民提案型地域協働推

進事業の取り組み等に

ついて

0兵庫県赤穂市

定住化促進事業の取り

組み等について

0岡山県備前市
婚活支援縁結び係設置

の取り組み等について

視察日

視察先

京
丹
後
市

察

景

視

風

福津市高砂市
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3月定例会審議結果
番号 件 名 提案理由他 審議結果

報告第 1号
専決処分の報告について(市営住宅滞納家賃の支払 市営住宅滞納家賃の支払請求に係る訴訟につ

報 t仁tコ
請求に係る和解について) き、和解が成立したため。

諮問第 1号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 候補者五藤修一氏(井上不二男氏後任) 異議のな
について 候補者福冨洋子氏(道休明美氏後任) い旨答申

議案第 1号 財産の取得について
八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合所管の観

原案可決
光センターを購入するため。

議案第 2号 公有水面埋立ての意見答申について
公有水面埋立法第3条第4項の規定により、意

原案可決
見を述べるため。

八幡浜市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
議案第 3号 補償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定 援するための法律の改正に伴い、所要の改正 原案可決

について を行うため。

八幡浜市災害派遣手当及び八幡浜市武力攻撃災害等
新型インフルエンザ等対策特別措置法及び大

議案第 4号 派遣手当の支給に関する条例の一部を改正する条例
規模災害からの復興に関する法葎に基づき、

原案可決
の制定について

災害派遣手当等を支給するととに伴い、所要
の改正を行うため。

八幡浜市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に
消防団員等公務災害補償等責任共済等に関す

議案第 5号 る法律施行令の改正に伴い、所要の改正を行 原案可決
関する条例の一部を改正する条例の制定について

うため。

議案第 6号
八幡浜市立児童館設置条例の一部を改正する条例の 厚生労働省が定める社会福祉施設の長の資格

原案可決
制定について 要件を満たすように市の要件を改正するため。

八幡浜市が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活
廃棄物の処理及び清掃に関する法律の改正に

議案第 7号 環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の一
伴い、所要の改正を行うため。

原案可決
部を改正する条例の制定について

議案第 8号
八幡浜市水道事業の剰余金の処分等に関する条例の 地方公営企業法施行規則等の改正に伴い、所

原案可決
一部を改正する条例の制定について 要の改正を行うため。

議案第 9号
市立八幡浜総合病院事業の剰余金の処分等に関する 地方公営企業法施行規則等の改正に伴い、所

原案可決
条例の一部を改正する条例の制定について 要の改正を行うため。

議案第10号
八幡浜市野外テント相用条例を廃止する条例の制定

野外テント貸出制度を廃止するため。 原案可決
について

議案第11号
八幡浜市行政財産使用料条例の一部を改正する条例 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
の制定について ため。

議案第12号
八幡浜市庁舎の目的外使用に関する条例の一部を改 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
正する条例の制定について ため。

議案第13号
八幡浜市地域交流拠点施設の設置及び管理に関する 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
条例の一部を改正する条例の制定について ため。

議案第14号
八幡浜市若草介護予防センター設置条例の一部を改 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
正する条例の制定について ため。

議案第15号
八幡浜市若草交流センター設置及び管理条例の一部 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
を改正する条例の制定について ため。

八幡浜市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、消費税

議案第16号 法等の改正及び経済変動によるし尿処理手数 原案可決
の一部を改正する条例の制定について

料等の適正化に伴い、所要の改正を行うため。

議案第17号
八幡浜市火葬場条例の一部を改正する条例の制定に 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
ついて ため。

議案第18号
八幡浜市公共物管理条例の一部を改正する条例の制 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
定について ため。

議案第19号
八幡浜市戸別合併処理浄化槽の設置及び管理に関す 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
る条例の一部を改正する条例の制定について ため。

議案第20号
八幡浜市水産物地方卸売市場条例の一部を改正する 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
条例の制定について ため。

議案第21号
八幡浜市水産加工センター設置及び管理条例の一部 条例における文言の適正化及び消費税法等の

原案可決
を改正する条例の制定について 改正に伴い、所要の改正を行う ため。

議案第22号
八幡浜市海産物直売所の設置及び管理に関する条例 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
の一部を改正する条例の制定について ため。

八幡浜市駐車場条例の一部を改正する条例の制定に
駐車場の利用状況に応じた料金区分の適正化

議案第23号 及び消費税法等の改正に伴い、所要の改正を 原案可決
ついて

行うため。

議案第24号
八幡浜市建設残土処理場管理条例の一部を改正する 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
条例の制定について ため。
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議案第25号
八幡浜市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 道路法及び消費税法等の改正に伴い、所要の

原案可決
の制定について 改正を行うため。

議案第26号
八幡浜市準用河川条例の一部を改正する条例の制定 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
について ため。

議案第27号
八幡浜市下水道条例の一部を改正する条例の制定に 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
ついて ため。

議案第28号
八幡浜市小規模下水道条例の一部を改正する条例の 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
制定について ため。

八幡浜港港湾施設の管理及び利用に関する条例の一
消費税法等の改正、観光センター及び北浜野

議案第29号
部を改正する条例の制定について

積場の所管換え、並びに臨港道路7号線の新 原案可決
設に伴い、所要の改正を行うため。

議案第30号
八幡浜市楠町物流倉庫の管理及び利用に関する条例 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
の一部を改正する条例の制定について ため。

八幡浜港港湾区域内の行為規制に関する条例の一部
水域及び公共空地占用料の県及び近隣市町の

議案第31号 水準への引き下げ、並びに消費税法等の改正 原案可決
を改正する条例の制定について

に{半い、所要の改正を行うため。

八幡浜市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定
水域及び公共空地占用料の県及び近隣市町の

議案第32号 水準への引き下げ、並びに消費税法等の改正 原案可決
について

に伴い、所要の改正を行うため。

八幡浜市カルチャーアイランド21条例の一部を改
事業縮小に伴う施設及び指定管理業務内容の

議案第33号
正する条例の制定について

変更、並びに消費税法等の改正に伴い、所要 原案可決
の改正を行うため。

議案第34号
八幡浜市都市公園条例の一部を改正する条例の制定 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
について ため。

議案第35号
八幡浜市水道事業給水条例の一部を改正する条例の 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
制定について ため。

議案第36号
八幡浜市簡易水道条例の一部を改正する条例の制定 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
について ため。

議案第37号
八幡浜市民会館条例の一部を改正する条例の制定に 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
ついて ため。

議案第38号
八幡浜市文化会館設置及び管理条例の一部を改正す 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
る条例の制定について ため。

平成26年4月1日から、舌日小学校を神山小

議案第39号
八幡浜市立公民館条例の一部を改正する条例の制定 学校に、及び日土東小学校を日土小学校に統

原案可決
について 合するため、並びに消費税法等の改正に伴い、

所要の改正を行うため。

八幡浜市立地域体育館に、舌回小学校及び日

八幡浜市立地域体育館の設置及び管理条例の一部を
土東小学校の体育c施設並びに保内中央体育館

議案第40号 を加え、社会体育施設と して再編するため及 原案可決
改正する条例の制定について び消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行

うため。

議案第41号
八幡浜市民スポーツセンタ一条例の一部を改正する 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
条例の制定について ため。

議案第42号
八幡浜市民スポーツパークの設置及び管理に関する 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
条例の一部を改正する条例の制定について ため。

議案第43号
八幡浜市双岩コミュニティ公園の設置及び管理に関 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
する条例の一部を改正する条例の制定について ため。

議案第44号
八幡浜市営庭球場利用条例の一部を改正する条例の 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
制定について ため。

議案第45号
八幡浜市立武道館設置及び管理条例の一部を改正す 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
る条例の制定について ため。

平成26年4月1日から、舌日小学校を神山小

議案第46号
八幡浜市立学校体育施設使用料条例の一部を改正す 学校に、日土東小学校を日土小学校に統合す

原案可決
る条例の制定について るため及び消費税法等の改正に伴い、所要の

改正を行うため。

議案第47号
日白石和太郎洋館設置条例の一部を改正する条例の 消費税法等の改正に伴い、所要の改正を行う

原案可決
制定について ため。

議案第48号 平成25年度八幡浜市一般会計補正予算 (第4号)
88，310千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
18，818，480千円とする。

議案第49号
平成25年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正 93，688ヂ円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
予算 (第3号) 5，765，906千円とする。

議案第50号
平成25年度八幡浜市後期尚齢者医療特別会計補正予 2， 166千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
算 (第2号) 535，582千円とする。
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議案第51号
平成25年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算(第 6，536千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
4号) 4，175，387千円とする。

議案第52号
平成25年度八幡浜市介護サービス事業特別会計補正 2，422千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
予算(第2号) 33，800千円とする。

議案第53号
平成25年度八幡浜市簡易水道事業特別会計補正予算 5，061千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
(第3号) 71，415千円とする。

議案第54号
平成25年度八幡浜市公共下水道事業特別会計補正予 93，900千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決算(第4号) 1，983，129千円とする。

議案第55号
平成25年度八幡浜市戸別合併処理浄化槽整備事業特 17，130千円を減額し、歳入歳出予算の総額を

原案可決別会計補正予算(第2号) 98，493千円とする。

議案第56号
平成25年度八幡浜市港湾整備事業特別会計補正予算 30， 103千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

原案可決
(第2号) 85，316千円とする。

議案第57号 平成25年度八幡浜市水道事業会計補正予算(第3号) 予算額 30，000千円減額。 原案可決

議案第58号 平成26年度八幡浜市一般会計予算 歳入歳出予算の総額は20，530，245千円。 原案可決

議案第59号 平成26年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計予算 歳入歳出予算の総額は5，682，620千円。 原案可決

議案第60号 平成26年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計予算 歳入歳出予算の総額は578，回O千円。 原案可決

議案第61号 平成26年度八幡浜市介護保険特別会計予算 歳入歳出予算の総額は4，199，263千円。 原案可決

議案第62号 平成26年度八幡浜市介護サービス事業特別会計予算 歳入歳出予算の総額は36，816千円。 原案可決

議案第63号 平成26年度八幡浜市日士財産区特別会計予算 歳入歳出予算の総額は915千円。 原案可決

議案第64号 平成26年度八幡浜市駐車場事業特別会計予算 歳入歳出予算の総額は98，193千円。 原案可決

議案第65号 平成26年度八幡浜市簡易水道事業特別会計予算 歳入歳出予算の総額は216，795千円。 原案可決

議案第66号 平成26年度八幡浜市公共下水道事業特Jjlj会計予算 歳入歳出予算の総額は1，986，609千円。 原案可決

議案第67号
平成26年度八幡浜市戸別合併処理浄化槽整備事業特

歳入歳出予算の総額は109，444千円。 原案可決
別会計予算

議案第68号 平成26年度八幡浜市小規模下水道事業特別会計予算 歳入歳出予算の総額は30，326千円。 原案可決

議案第69号
平成26年度八幡浜市水産物地方卸売市場事業特別会

歳入歳出予算の総額は45，813千円。 原案可決
言十予算

議案第70号 平成26年度八幡浜市港湾整備事業特別会計予算 歳入歳出予算の総額は87，495千円。 原案可決

議案第71号 平成26年度八幡浜市水道事業会計予算 予算額1，105， 776千円(歳出ベース) 原案可決

議案第72号 平成26年度市立八幡浜総合病院事業会計予算 予算額10，506，577千円(歳出ベース) 原案可決

平成25年11月12日発生した市所有車両との接
専決処分の報告について(主要地方道八幡浜三瓶線 触事故により、双方の車両に損害が生じた。

報告第 2号 において発生した接触事故に係る相手方との和解に このため市及び相手方のそれぞれ支払うべき 報 止ロと

ついて) 損害賠償の額を相殺し、相手方は、T行に対し、
金6，881円を支払う。

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい
辺地に係る公共的施設の総合整備を行うにあ

議案第73号 たり、総合整備計画の一部を変更する必要が 原案可決
て 生じたため。

議長発議 予算特別委員会設置の件 原案可決

予算特別委員会委員の選任
委員長宮本明裕副委員長河野裕保

指名推選
委員 西山一規、佐々木加代子、竹内秀明、岩淵治樹、平家恭治、石崎久次、樋回都、

新宮康史、 上回浩志、井上和治、遠藤素子、 山本儀夫、大山政司、萩森良房

議案第74号 市立八幡浜総合病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第75号 平成26年度八幡浜市一般会計補正予算 (第1号) 原案可決

請願第 6号 伊方原発を再稼働させないことを求める請願について 継続審査

請願第 7号
避難計画が策定され住民の安全が保障されるまで、伊方原子力発電所3号機の再稼働をしないとと

継続審査
を求める意見書提出についての請願書

請願第 8号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 木採択

請願第10号 「特定秘密保護法の廃止を求める意見書」の提出を求める請願 継続審査

請願第11号 「新たな知見」で伊方原発の徹底検証等を求める請願 継続審査

議員提出議案
住民の安全 ・安心を支える公務 ・公共サービスの体制 ・機能の充実を求める意見書の提出について 原案可決

第1号

議会開会中における継続審査について 原案可決

所管事務調査について 原案可決

議員の派遣について 原案可決
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3月定例会における各議員の議案に対する賛否の状況

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

氏名 議 西 佐 竹
疋"υ三f 平 河 石 樋 新 上 井 1t丞K ~ム3ー， 山 大 萩

案 々
山 木 内 拠1 家 野 崎 田

r恒ム， 田 上 藤 本 本 山 新坤てt 

の 力日
可 一 秀 1台 恭 裕 久 康 f告 末日 素 明 イ義 政 良

代
議案番号 否 規 子 明 樹 治 保 次 者日 史 =JEと" 浩 子 裕 夫 司 民

議案第11号
可 。。。。。。。。。。。× 。。 。

~第17号

議案第37号
トーーーー

~第48号
可 。。。。。。。。。。。× 。。 。

ト一一一一

議案 第 58号 可 。。。。。。。。。。。× 。。 。
トーーーーー

議案第 74号 可 。。。。。。。。。。。× 。。 。
議 ト一一一一

請願 第 8 号 否 × × × × × × × × × × × 。× × × 

継続審査(請願 長 トーーーー

第6号)
可 。× 。。。。。。× 。。。。。 。

継続審査(請願
ト一一一一一

第7号)
可 。。。。。。。。× 。。。。。 。

継続審査(請願
←一一一一

第10号)
可 。× 。。。。。。× 。。。。。 。

継続審査(請願
ト一一一一

第11号)
可 。。。。。。。。× 。。。。。 。
賛否の分かれた案件を記載していま言。そのほかについては全員賛成で可決されまじた。

[0 :賛成 x:反対大山政司議長は採決に入っていません]

第9回八幡浜駅伝カーニバル結果

1時間03分53秒(順位33位)

八
幡
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に
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し
て

市
民
と
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に
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に
市
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有
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が
初
参
加
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る
こ
と
と
な
り
、
私
は
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ン
カ
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と
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て
五
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を
走
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ま
し
た。

中
継
地
点
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、
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9
人
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四
区
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走
者
を
特
つ
の
み
と
な
り
グ
あ
と
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で
繰
り
上
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タ
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ト
を
行
い
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す
ρ

と
の
案
内
が
あ
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た
瞬
間
、
四
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走
者
の
平
家
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議
の
姿
が
見
え
、

何
と

か
タ
ス
キ
を
引
き
継
ぎ
、
無
事
、
完
走

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
お

位
で
し
た
が
、
順
位
よ
り
も
参
加
す
る

こ
と
に
意
義
が
あ
り、

来
年
も
出
場
を

目
指
し
日
噴
か
ら
努
力
し
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
五
区
走
者

!第1区新宮康史

磯 志

克之

恭治

松本

平家

原因第2区

第3区

第 4区

よ
回

浩
志

浩志

i監督 河 野裕保

上 回第6区
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副議長がフジグラン北浜竣工祭及び閑

居記念披露宴に出席

議長がブジグラン北浜オープニングセ

レモニーに出席

正副議長及び議員が第9回市民健康マ

ラソン・第9目八幡浜駅伝カーニパノレ

に出席

議長及び議員が保内ブロック人権啓発

講演会に出席

正副議長及び関係議員が第72回国民体

育大会八幡浜市準備委員会設立総会並

びに第1回総会に出席

議長が日土ふるさと祭りに出席

総務委員長が八幡浜市消防団大島分団

夜警に出席

議長が広域行政圏市議会協議会第45団

総会に出席(東京都)

議長が全国市議会議長会社会文教委員

会に出席(東京都)

議員が八幡浜市人権 ・同和教育研究大

会に出席

正副議長が第60日南予市議会議長会定

期総会に出席(西予市)

岡山県笠岡市議会 3人が行政視察のた

め来庁

議長及び正副産業建設委員長が南予水

道企業団議会定例会に出席(宇和島市)

議長が川之石高校及び八幡浜高校定時

制卒業証書授与式に、副議長が八幡浜

高校卒業証書授与式に、民生文教委員

会委員長が八幡浜工業高校卒業証書授

与式に出席

副議長が第羽田富津赤黄男顕彰俳句大

会に出席

諒 (H25.12.20~H26. 3. 2) 

29日

30日

2月2日

3日

5日

9日

12日

.委員会活動状況

1月7日 議会だより編集委員会開催

16日 行財政問題特別委員会開催

21日 民生文教委員会行政視察(大分県豊後

高岡市・福岡県福津市・佐賀県唐津市)

(~23 日)

総務委員会行政視察(兵庫県高砂市・

兵庫県赤穂市・岡山県備前市) (~29 日)

産業建設委員会行政視察(京都府京丹

後市・京都府宮津市) (~14 日)

議会運営委員会行政視察(愛媛県東温

市・高知県須崎市) (~18 日)

議会運営委員会開催

目.6. 
'%J; 議

27日

2月12日

17日

24日

.庶務闘係

" 

13日

2日

15日

19日

20日

25日

3月 1日

議長及び関係議員が八幡浜市土地開発

公社理事会に出席

議長及び総務委員会正副委員長が市内

消防夜警に出席 (~30 日)

正副議長及び各議員が成人式に出席

正副議長及び議員が八幡浜青年会議所

新年祝賀会に出席

議長が新春消防査閲式に出席

議長が農業委員会新年会に出席

議長が八幡浜市青少年補導員会新年懇

親会に出席

議長が八幡浜市体育協会新年会に出席

佐賀県唐津市議会18人が行政視察のた

め来庁

議長が全国自治体病院正副会長 ・監事 ・

相談役会議に出席(徳島市) (~23 日)

議長及び議員が八幡浜市社会福祉大会

に出席

山口県周南市議会 6人が行政視察のた

め来庁

12月20日

28日

1月3日

4日

口川
[

H

H

円

i

10日

16日

22日

25日

28日

22日

編
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後

記
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に
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私
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す
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ぜ
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